
川西市 多田小学校では、「学年担任制」 「教科担任制」「午前５時間制（授業1コマ40分）」を組み合わ
せた『新教育課程』を実施し、業務負担の平準化と、教育環境の均質化に取り組んでいます。

とくしまの学校における働き方改革通信

  ～うぇるびーいんぐ～ Vol.４５ 取組の柱 《２》 業務改善の更なる推進 ★県外の先進事例

『新教育課程』

「学級担任制」に限界が来ている

【「学級担任制」の課題】
○一部の学級の荒れ
○児童・保護者の、学級担任に
 対する「当たり外れ」意識

～学年担任制・教科担任制・午前５時間授業～ （兵庫県川西市 多田小学校）
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★授業時数は月ごとにﾁｪｯｸ
 ⇒学期ごとに修正

【授業時数のカウント方法】
※40分授業で年間1200コマ
 実施の場合

1200コマ×40分／45分
＝約1066（時間）

学校に慣れる期間

教科担任制に慣れる期間

子供たちへの教育を１人で担うべき
という意識と常識を見直す必要性

学年担任制・教科担任制
の導入を校長が提案(R4年度)

⇒ プロジェクトチームの設置
 ※改革の主体は教員

⇒ 教員との合意形成
⇒ 児童・保護者へ説明
⇒ R5年度より導入

産休に入った学級担任の
代替教員が来ない!!

教育環境の均質化

【教科担任制】
○同学年・異学年
 の担当教員間で
 授業交換を行う

○複数学年を担当
 する教員も

【学年担任制】
○担当学年・学級に係る事務
 を複数の担当教員で運営

○学級担任(朝・給食・帰りの会

 などの学級経営）は交代制
 ＜交代期間について＞
  ・交代期間は統一せず、

各学年で決定(1~3週間)

  ・専科等の経験差も考慮

○保護者対応や宿題の丸付
 けも複数対応
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午前5時間授業
（40分授業）

児童下校時刻
15:40 ⇒ 14:45

校時表の
見直し

『新教育課程』導入による効果

○子供も保護者も相談相手を
 選ぶことができるようになった

○教員が休んでも影響が少ない
○時間外在校等時間の減少
○子供の遊ぶ時間を確保できる
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